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参
議
院
選
挙
は
７
月
21
日
が
投

票
日
で
す
。

　
「
日
本
を
元
気
に
し
た
」
と
豪
語

す
る
安
倍
政
権
は
「
ね
じ
れ
国
会

解
消
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
儲
け
て
い
る
の
は

大
手
輸
出
製
造
業
と
金
融
機
関
・

株
主
だ
け
で
、
生
活
者
や
中
小
零

細
企
業
に
は
円
安
が
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
お
り
、
雇
用
も
賃
金
も

改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
先
進
国

中
最
悪
で
あ
る
子
ど
も
の
貧
困
率

は
む
し
ろ
上
昇
し
、
格
差
と
貧
困

は
深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
、
大
企
業
を
守
る

た
め
、
食
と
健
康
を
破
壊
す
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
表
明
し
、
原
発

再
稼
働
を
既
定
路
線
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
16
万
人
も
の
原

発
事
故
避
難
者
が
切
り
捨
て
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

参
議
院
選
に
あ
た
り
、
東
京
清

掃
は
相
原
久
美
子
さ
ん
を
推
薦
し

ま
し
た
。
自
治
退
都
本
部
は
あ
わ

で
は
、
脱
原
発
を
訴
え
続
け
て
い

る
俳
優
の
山
本
太
郎
さ
ん
を
応
援

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
の
報

告
が
会
員
か
ら
上
が
っ
て
い
ま
す
。

退
職
者
会
は
、
相
原
さ
ん
を
は
じ

め
氏
名
掲
載
の
候
補
に
は
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
民
党
が
衆
参
両
院
で
過
半
数

と
な
る
と
、
改
憲
な
ど
右
傾
化
の

道
に
突
き
進
む
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。
自
民
党
と
そ
の
別
働
隊
の

改
憲
政
党
に
「
Ｎ
Ｏ
！
」
を
。

反
自
民

反
原
発

反
壊
憲

自治労組織内候補
相原久美子議員

●比例区
　相原久美子（民主）
　鴨　桃代（社民）
　山城博治（社民）
●東京選挙区
　大河原雅子（無所属）
　山本太郎（無所属）

せ
て
大
河
原
さ
ん

を
推
薦
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
比

例
区
で
は
ユ
ニ
オ

ン
出
身
の
鴨
さ
ん

と
自
治
労
出
身
で

沖
縄
の
良
心
を
継

承
す
る
山
城
さ

ん
、
東
京
選
挙
区

大
企
業
優
遇
・
安
倍
政
権
の

暴
走
を
止
め
よ
う
！

脱原発国会包囲行動
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自
治
体
退
職
者
会
関
東
甲
地
域
学
習
会
が
５
月
14
日

〜
15
日
、
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
福
田
自
治
退
会
長
に
よ
る
「
当
面
す
る

情
勢
と
自
治
退
組
織
の
拡
大
・
強
化
」
の
報
告
と
、
川

端
自
治
退
事
務
局
長
か
ら
「
税
制
改
革
の
動
向
と
課
題
」

の
提
起
が
行
わ
れ
、
続
い
て
黒
崎
自
治
退
会
計
が
「
自

治
退
保
険
事
業
の
推
進
」「
25
万
自
治
退
の
建
設
と
福

利
厚
生
活
動
の
強
化
」
に
つ
い
て
提
起
。
25
万
自
治
退

建
設
と
自
治
退
保
険
事
業
の
推
進
を
、
車
の
両
輪
の
よ

う
に
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
日
本
笑
い
学
会
江
見
明
夫
氏
の
「
笑
い

と
健
康
」
講
演
。
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン
・
ピ
ン
・
コ
ロ
リ
）

人
生
は
、
悲
し
い
時
・
苦
し
い
時
・
辛
い
時
は
泣
き
、

そ
の
後
笑
い
、
心
も
す
っ
き
り
。
笑
い
の
種
類
に
は
笑

顔
、
ユ
ー
モ
ア
な
ど
大
・
中
・
小
が
あ
り
、
笑
う
こ
と

は
脳
に
よ
く
、
健
康
法
だ
と
の
お
話
し
。
会
員
の
み
な

さ
ん
も
大
い
に
笑
い
、
Ｐ
Ｐ
Ｋ
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会
（
都

庁
退
）
主
催
の
親
睦
交
流
会
が
、

６
月
10
日
に
行
わ
れ
、
サ
ク
ラ
ン

ボ
狩
り
と
温
泉
を
楽
し
ん
で
来
ま

し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
、
戸
張

副
会
長
、
小
泉
監
査
、
吉
田
幹
事

の
３
名
で
し
た
。

　

一
路
山
梨
へ
向
か
う
バ
ス
の
中

で
、
花
輪
会
長
が
「
今
日
は
難
し

い
話
は
止
め
、
楽
し
い
和
や
か
な

交
流
で
あ
っ
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
事
務
局
よ
り
サ
ク
ラ
ン

ボ
狩
り
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
サ
ク

ラ
ン
ボ
農
家

と
の
交
渉
で

都
庁
退
親
睦
交
流
会
に
参
加
し
て

通
常
１
種
類
の
試
食
が
、
高
砂
・

佐
藤
錦
・
紅
さ
や
か
・
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
４
種
類
に
、
試
食
時
間
も
通

常
30
分
の
と
こ
ろ
１
時
間
へ
延
長

に
な
っ
た
と
の
報
告
に
参
加
者
全

員
が
拍
手
。
報
告
の
と
お
り
本
当

に
大
満
足
の
内
容
で
し
た
。

　

次
は
温
泉
。車
窓
に
甲
斐
の
山
々

が
連
な
り
、
そ
れ
が
過
ぎ
一
面
の

ブ
ド
ウ
棚
が
並
ぶ
景
色
が
目
に
映

る
と
目
的
地
の
「
天
空
の
湯
」
に

到
着
し
ま
し
た
。
昼
間
の
温
泉
と

ア
ル
コ
ー
ル
は
最
高
の
気
分
で
、

単
会
の
仲
間
と
の
交
流
も
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昨
年
と
同
様
笹
一
酒

造
の
見
学
と
試
飲
。
社
長
の
計
ら

い
で
記
念
写
真
の
後
、
即
試
飲
と

な
っ
た
為
、
日
焼
け
顔
の
方
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
は
、
良
い
気
分
で

眠
気
を
催
す
人
や
楽
し
く
交
流
す

る
人
な
ど
思
い
思
い
に
過
ご
し
ま

し
た
。
今
回
の
都
庁
退
親
睦
交
流

も
大
い
に
有
意
義
で
し
た
。（
戸
張
）

戸張副会長

「笹一酒造」大太鼓前で記念撮影

大
久
保
三
郎
さ
ん
逝
去

昨年の中央メーデーにて

　
　
　
　
　
　
　

元
東
京
清
掃
委

員
長
の
大
久
保
三
郎
さ
ん
が
６
月

15
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
23
日
の
東
京
清
掃
本
部
旗

開
き
で
は
鏡
割
り
を
や
り
「
ま
だ

働
い
て
い
る
」
と
元
気
そ
う
で
し

た
が
、
定
期
総
会
案
内
に
対
す
る

返
信
（
４
月
30
日
付
）
で
「
体
調

悪
く
入
院
予
定
」
と
の
記
載
が
あ

り
ま
し
た
。
心
配
で
何
回
か
連
絡

を
と
り
、
そ
の
後
、
会
長
は
じ
め

多
数
の
会
員
が
見
舞
い
に
行
き
ま

訃
報

し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に

病
状
回
復
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
享
年
72
歳
。
サ
ブ
ち
ゃ
ん
、

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

笑いでピンピンコロリ人生
自治退関東甲地域学習会
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５
月
26
日
、
横
浜
市
環
境
支
部

退
職
者
会
「
環
境
友
の
会
50
周
年

を
祝
う
会
」
が
、
横
浜
清
掃
会
館

３
階
大
会
議
室
で
会
員
約
100
名
が

集
い
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
福
士
会
長

は
「
戦
前
・
戦
後
の
苦
難
を
乗
り

越
え
、
市
民
生
活
向
上
の
た
め
の

清
掃
事
業
を
確
立
し
、
職
員
の
身

分
や
待
遇
面
を
改
善
、
職
業
差
別

な
ど
を
克
服
す
る
と
と
も
に
、
昭

和
37
年
に
清
掃
友
の
会
を
結
成
し

て
、
今
日
ま
で
50
年
の
歴
史
を
積

み
重
ね
て
き
た
諸
先
輩
の
努
力
に

敬
意
を
表
す
る
。
さ
ら
に
次
の
50

浜
市
従
退
職
者
会
長
、
国
会
議
員
・

市
議
会
議
員
な
ど
多
彩
な
来
賓
の

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

乾
杯
の
発
声
に
合
わ
せ
、
尺
八

の
演
奏
で
歓
談
に
入
り
、
横
浜
市

学
校
給
食
退
職
者
の
皆
さ
ん
が
協

力
し
て
つ
く
っ
た
手
料
理
を
囲
ん

で
旧
交
を
暖
め
あ
う
輪
が
閉
会
ま

で
続
き
、
時
間
の
経
過
を
忘
れ
る

ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
会
で
し
た
。

　

こ
の
祝
う
会
に
北
條
会
長
、
庄

司
事
務
局
長
が
出
席
し
、
交
友
を

深
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
東
の

清
掃
労
組
Ｏ
Ｂ
会
が
あ
っ
て
も
い

い
と
の
思
い
を
い
だ
き
ま
し
た
。

19
日
、
自
治
労
年
金
集
会
に
北
條
会
長

と
柳
副
会
長
が
参
加
。
内
容
は
５
月
号

参
照
。　

▼
４
月
20
日
、
地
方
公
務
員

給
与
引
下
げ
強
制
反
対
！
東
京
清
掃

学
習
決
起
集
会
に
柳
副
会
長
、
庄
司
事

務
局
長
、
戸
枝
会
計
が
激
励
。　

▼
４

月
22
日
、
都
庁
退
幹
事
会
。
庄
司
事
務

局
長
（
幹
事
）
が
参
加
。
当
面
の
取
組

み
を
確
認
。　

▼
４
月
26
日
、
建
設
退

定
期
総
会
・
懇
親
会
に
庄
司
事
務
局
長

が
参
加
。　

▼
４
月
28
日
の
中
央
メ
ー

デ
ー
は
取
材
含
め
５
名
参
加
。
５
月
１

日
の
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
は
家
族
含
め

22
名
参
加
。
集
会
の
様
子
等
は
５
月
号

参
照
。　

▼
５
月
７
日
、
年
次
会
計
監

査
。
岩
渕
監
査
と
小
泉
監
査
が
対
応
。

▼
５
月
10
日
、
都
庁
退
組
織
強
化
対
策

単
会
会
長
会
議
と
10
周
年
実
行
委
員

会
に
北
條
会
長
が
参
加
。　

▼
５
月
11

日
の
東
京
清
掃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に

戸
張
副
会
長
、
柳
副
会
長
、
岩
渕
監
査
、

馬
鳥
幹
事
が
参
加
し
大
奮
闘
。　

▼
５

月
14
日
、
福
祉
退
定
期
総
会
・
懇
親
会

に
戸
張
副
会
長
が
参
加
。　

▼
５
月
14

日
～
15
日
に
自
治
退
関
東
甲
地
域
学

習
会
。
庄
司
事
務
局
長
が
参
加
。
内
容

は
別
記
報
告
の
と
お
り
。　

▼
５
月
15

退職者会
活動日誌

日
、
首
切
り
自
由
を
許
さ
な
い
！
霞

が
関
大
行
動
。
３
名
が
自
主
参
加
。

▼
５
月
16
日
、
総
会
議
案
書
印
刷
・

製
本
。
北
條
会
長
、
戸
張
副
会
長
、

庄
司
事
務
局
長
、
小
林
事
務
局
次
長
、

戸
枝
会
計
、
岩
渕
会
計
監
査
、
吉
田

幹
事
が
対
応
。　

▼
５
月
23
日
、
狭

山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
市
民
集
会
。

家
族
含
め
８
名
参
加
。　

▼
５
月
23

日
、
主
税
退
定
期
総
会
・
懇
親
会
に
庄

司
事
務
局
長
が
参
加
。　

▼
５
月
24

日
に
第
６
回
定
期
総
会
。
会
員
40
名

参
加
。
懇
親
会
に
は
38
名
参
加
。
内

容
は
６
月
号
参
照
。　

▼
５
月
26
日
、

横
浜
清
掃
環
境
友
の
会
50
周
年
祝
う

会
。
北
條
会
長
と
庄
司
事
務
局
長
が

参
加
。
内
容
は
別
記
報
告
の
と
お
り
。

▼
６
月
２
日
、
つ
な
が
ろ
う
フ
ク
シ

マ
！
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
と
反
原

発
国
☆
会
大
包
囲
。
家
族
含
め
６
名
が

自
主
参
加
。　

▼
６
月
４
日
～
５
日

に
自
治
退
都
本
部
学
習
会
。
北
條
会

長
、
柳
副
会
長
と
庄
司
事
務
局
長
（
常

幹
）
が
参
加
。
内
容
は
次
号
で
報
告

予
定
。　

▼
６
月
10
日
、
都
庁
退
親

睦
交
流
会
に
戸
張
副
会
長
、
小
泉
監

査
、
吉
田
幹
事
が
参
加
。
内
容
は
別

記
報
告
の
と
お
り
。　

▼
６
月
16
日
、

東
京
清
掃
組
織
集
会
。
小
林
事
務
局

次
長
と
戸
枝
会
計
が
参
加
。
内
容
は

別
記
報
告
の
と
お
り
。　

▼
６
月
24

日
、
第
１
回
三
役
会
。
組
織
強
化
対

策
等
中
長
期
展
望
課
題
を
中
心
に
議

論
。　

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務

は
16
回
。　

▼
そ
の
他
、
庄
司
事
務

局
長
が
自
治
退
都
本
部
業
務
に
参
加
。

＊
４
月
17
日
の
第
６
回

幹
事
会
以
降
６
月
24
日

の
第
１
回
三
役
会
ま
で

▼
４
月
17
日
、
自
治
退

都
本
部
幹
事
会
。
庄
司

事
務
局
長
（
常
幹
）、
小

林
事
務
局
次
長
（
幹
事
）

が
参
加
。
当
面
の
取
組

み
を
確
認
。　

▼
４
月

横浜清掃環境友の会
50周年祝う会

年
に
向
け
て
新
し

い
一
歩
を
踏
み
出
し

て
い
き
た
い
。」
と
、

決
意
を
込
め
て
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
横
浜
出

身
の
福
田
自
治
労
退

職
者
会
長
、
相
馬
横 福士会長（主催者挨拶）
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日
韓
清
掃
労
働
者
の
交
流
は
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
労
働
者
連
帯
会
議

（
Ａ
Ｐ
Ｗ
Ｓ
Ｌ
）
に
よ
る2009

年

の
自
治
労
公
共
サ
ー
ビ
ス
清
掃
労

組
の
訪
韓
、2010

年
の
韓
国
民

主
一
般
連
盟
の
訪
日
に
続
き
、
今

回
は
自
治
労
公
共
サ
ー
ビ
ス
清
掃

の
河
津
委
員
長
を
団
長
、
東
京
清

掃
染
書
記
長
を
副
団
長
と
し
た
９

名
が
４
月
21
日
か
ら
24
日
に
か
け

韓
国
清
掃
労
働
者
と
交
流
し
て
き

ま
し
た
。
退
職
者
会
会
員
の
西
田
、

山
崎
精
一
さ
ん
、
準
会
員
の
押
田

さ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。

の
韓
国
を
知
る
と
と
も
に
、
労
働

安
全
衛
生
・
委
託
・
非
正
規
問
題
・

労
使
交
渉
・
組
織
化
な
ど
日
韓
労

組
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
・
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
韓
国
が
前
回
の
来

日
交
流
で
持
ち
帰
っ
た
施
設
改
善
、

緊
急
停
止
ボ
タ
ン
、
安
全
バ
ー
、

マ
フ
ラ
ー
の
向
き
な
ど
の
課
題
に

強
力
に
取
り
組
み
改
善
さ
せ
た
こ

と
に
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

次
回
の
韓
国
労
働
者
の
来
日
と
、

さ
ら
な
る
労
働
者
の
連
帯
を
確
認

し
て
来
ま
し
た
。（
西
田
）

同
じ
課
題
を
共
に

日
韓
清
掃
労
働
者
交
流

　

東
京
清
掃
は
６
月
16
日
～
17
日

に
、
箱
根
路
開
雲
で
第
38
回
組
織

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
冒
頭
、
６
月
15
日
に
逝

去
し
た
大
久
保
元
委
員
長
に
対
す

る
感
謝
と
冥
福
を
祈
る
た
め
参
加

者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

吉
田
委
員
長
の
挨
拶
、
来
賓
の

金
澤
全
労
協
議
長
、
退
職
者
会
小

林
事
務
局
次
長
の
激
励
と
連
帯
の

挨
拶
に
続
き
、
染
書
記
長
の
基
調

提
起
と
纐
纈
副
委
員
長
の
組
織
財

政
健
闘
状
況
報
告
。
そ
の
後
、
元

国
鉄
闘
争
支
援
中
央
共
闘
会
議
副

議
長
山
下
俊
幸
さ
ん
が
「
労
働
運

動
の
再
生
と
組
織
強
化
に
向
け
て
」

と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。「
み
ん
な

で
考
え
、
み
ん
な
で
実
行
す
る
」

組
織
づ
く
り
の
原
点
を
熱
心

に
語
る
講
師
の
話
し
は
、
若

い
人
が
多
い
参
加
者
に
勇
気

を
与
え
た
よ
う
で
す
。

　

集
会
に
は
小
林
事
務
局
次

長
と
戸
枝
会
計
が
参
加
し
、

「
区
移
管
以
降
、
特
に
定
数
減

な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
る
現

役
世
代
の
闘
い
に
退
職
者
会

と
し
て
も
で
き
る
限
り
支
援

す
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
東
京

清
掃
の
一
組
織
と
し
て
、
全

日
制
市
民
の
立
場
を
活
用
し

闘いの共有化をめざして

東京清掃組織集会開催

小林事務局次長
連帯の挨拶

韓国国会前にて

　

現
地
で
の
作
業

体
験
、
徹
底
分
別

に
よ
る
再
資
源

化
セ
ン
タ
ー
、
広

大
な
埋
立
地
の
見

学
、
民
主
・
労
働

運
動
の
共
同
墓
地

や
日
本
軍
（
従
軍
）

慰
安
婦
「
ナ
ヌ
ム

の
家
」
歴
史
館
な

ど
を
通
し
て
、
生

運
動
に
協
力
す
る
。」
旨
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
久
保

元
委
員
長
の
葬
儀
の
関
係
も
あ
っ

て
初
日
の
み
の
参
加
と
し
た
た
め
、

肝
心
の
分
散
会
議
論
を
直
接
聞
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
地

連
別
分
散
会
で
は
、
各
区
・
一
組

の
予
算
人
員
闘
争
の
総
括
や
昇
任
・

昇
給
等
の
取
組
み
の
総
括
を
素
材

に
、
前
進
し
た
支
部
・
総
支
部
の

闘
い
に
学
び
、
直
営
を
維
持
す
る

た
め
に
何
を
す
べ
き
か
な
ど
、
今

後
の
闘
い
に
活
か
す
議
論
が
活
発

に
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

組
織
集
会
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
東
京
清
掃
機
関
紙
「
せ
い

そ
う
労
働
者
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。


